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第7表 ノノレディッ ク 角 ！照 美
12 I 13I 14I 15I 29 
握｜ 朝［左： 
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3. 体重測定の成績
片桐選手は58kgくらい，角選手は46kgくらいであるσ 両者と もに体重に於いては合宿練
習中に於いて， それ程のI首減は出ていない。
栄養摂取量と練習強度との聞のバランスが取れており，疲労又は過労に由来する消耗が
有ったようには思われなし、。
栄養娯取量の漸噌と体重のバランスが確保されている点から考えると，この度の合宿練
習は充分なる効果をもたらしたものと思考せられる。
全体的考案
相対的に午前と午後との肺活量，握力並びに背筋力の消長は，午後練習直後に於L、て増
大しているが．練習の日数を重ねるにつれて午前と午後との差が大となり，練習直後に於
ける増大度がましている。思うに午後の測定は練習直後に計ったものであって，この時｜浪
に於いては練習に依る疲労よりも．練習に依る興奮と緊張度の増大が表面に現われてきた
為であって，今すこし後のm判明に於L、て選手の精神的な平静が取り もとされた時限に於い
て今一度m1J定したならば疲労による握カ並びに背筋力の低下が見られたのではないかと考
えられる。とにかく練習l直後の測定に於いて日数を重ねるにつれて測定値が噌大している
事は，運動による興奮と緊張度が次第に強く l向く成り得てきたという事実を物語っており
鍛錬効果は充分に有ったものと信じられる。
尚この研究は対象の選手がはなはだ少なく種々不用意な測定子段も有ったが， 今後，更
にこのような研究を多くの選手に就いて数多く精密な測定を行ない，練習効果をより一層
向め得る万策の究明に努力して行きたし、と思いま－ro 
内最後に体育科長天野教授並びに布上講師から本論文；にJxして種々助言を載いた事を感
謝致します。
